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レントゲン撮影による肩関節挙上動作に関与する因子の検討

EvaluationofFactorsduringShoulderElevationusing
X-rayExamination

TheaimofthisstudyistorevealtherelationshipoftheshoulderjointcomponentsfromhumeralelevationusingX-ray.We
selected39peoplewithoutcurrentshouldersymptomsorhistoryofpreviousinjuriesoftheshoulders.TheX-raysweretaken
botharmatsideandthemaximumelevatedpositionoftheshoulderjoint.Astheresultofthisstudy,humeruswasabducted
167.78degrees.Claviclewasshifted16.85degrees.Sternumwasshifted8.1mminferiorly.CLanglewas123.72degrees.Scapular
upwardrotationwas51.89.TherelationofeachcomponenthasasignificantcorrelationbetweenABDandscapularupward
rotation,scapularupwardrotationandclavicle,sternumandclavicle,CLangleandclavicle,andtotakepartalsobyABDinthe
CLangleandtheGHangle.Duringelevationofthearm,thescapularupwardrotationandtherangeofGHjointtookgreatpart
addingthesmallpartofmomentumoftheclavicle.Itwaspossibletoguessatthemotorfunctionofthecomponentduring
shoulderelevationwith2pictures,andit'suseassomehelpinfunctionaldiagnosiswassuggested.
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肩関節挙上動作では，胸鎖関節，肩鎖関節，肩甲胸郭関節およ
び肩甲上腕関節の協調運動が重要である．しかし，従来の肩関節
挙上動作に関する報告は，その構成要素それぞれについては数多
く見られる1～11）が，その関係に関するものは著者が渉猟した限り
では見当たらない．
今回は遠藤ら1）の方法に準じたＸ線撮影像を用い，自然下垂位
から最大挙上したときの肩関節運動構成要素の関係について調査
した．

メディカルチェックで来院した39名（男18名，女21名，年齢
25.77歳±3.77）を対象とした．上肢自然下垂位（図1）と最大挙
上位（図2）の2枚のＸ線撮影正面像を用いて，上腕骨外転角度
（以下，ABD）と，前額面上での挙上動作の構成要素として，鎖
骨の移動量（以下，鎖骨），胸郭の床面からの高さの変化量（以下，
胸郭），最大挙上位での関節窩の上方回旋角度（以下，上方回旋），
鎖骨に対する関節窩の角度（以下，CL角）および関節窩に対する
上腕骨の外転角度（以下，GH角）について計測した（図3）．尚，
全例上肢に既往はなく，非利き手側を測定し，Spearmanの順位相
関係数検定を用いて危険率5%で検討した．

それぞれの測定平均値は，ABDは167.78度±6.78，鎖骨は16.85
度±7.85，胸骨は-8.1mm±15.52，CL角は123.72度±8.63，上方
回旋は51.89度±6.20，GH角は115.90度±7.28であり，ABDは
上方回旋（rs＝0.385）とGH角（rs＝0.573）で有意な相関が認
められ，鎖骨の影響も受ける傾向にあるものの，胸郭とCL角の影
響は受けないことがわかった．また，各運動構成要素の関連は，
上方回旋とGH角（rs＝-0.484），上方回旋と鎖骨（rs＝0.511），
胸郭と鎖骨（rs＝-0.325），CL角と鎖骨（rs＝-0.460）で有意な相
関が認められ，CL角とGH角も関与する傾向があることがわかっ
た（表1）．

従来，上肢挙上時の肩甲骨運動の評価には，Ｘ線静止画像によ
るもの7）9），Ｘ線透視の動態画像によるもの3），OpenMRIによるも
の8），CTによるもの4），体表マーカーによるもの6），および屍体標
本を用いたもの2）が報告されている（表2）．
今回検討した上腕骨外転角度に関しては，各報告よりも大きな
値となった．この角度は諸家の報告と比べても肢位により異なり，
臥位での計測では小さい値で，座位・立位の順でより大きな値と
なっていた．篠田ら10）は骨盤後傾位が肩甲上腕リズムに与える影
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図1 自然下垂位

図2 最大挙上位（患者さんには肘を伸ばしてバンザイをするよ
うに指示し，管球は下垂位での胸骨柄上端を中心として水平に
照射し，そのままの管球位置にて最大挙上位も撮影を行った．）

図3 レントゲン像の計測方法（最大挙上位の場合）
ａ：上腕骨外転角度：上腕骨の近位・遠位の中点を結ぶ線が垂
線と作る角度を計測

ｂ：鎖骨の移動量：鎖骨の近位端と遠位端の中点と結ぶ線と水
平線のなす角度を下垂位を基準にして算出

ｃ：胸骨の移動量：左右鎖骨の近位端上縁の中点と画像下端の
距離を下垂位を基準にして算出

ｄ：肩甲骨の上方回旋角度（上方回旋角）：肩甲骨関節窩の上
縁・下端を結ぶ線と垂線のなす角度

ｅ：鎖骨と関節窩の作る角度（CL角）
ｆ：関節窩と上腕骨の作る角度（GH角）
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響を考察しており，その中では骨盤後傾による運動連鎖として腰
椎後彎，肩甲骨外転，前傾位となった結果，肩甲骨の上方回旋角
度が減少し，上肢挙上角度も減少したのではないかと述べている．
このことより，立位で上肢挙上時に起きる骨盤の前傾運動12）が，
臥位では制限され，骨盤後傾位となり上肢挙上角度も小さな値と
なったと思われる．また，臥位では肩甲骨・体幹・骨盤の動きが
制限され，座位では骨盤の動きが制限されるため11）小さめの値と
なり，立位では肩甲骨の動きが自由になり，胸椎の伸展・骨盤の
前傾運動が起こり12）最も大きな値となったと思われる．
鎖骨の移動量に関しては，各報告が近似した値であった．鎖骨
の動きは肢位での影響を受けにくいと思われた．
上方回旋角に関しても，各報告が近似した値であった．臥位で
は肩甲骨の動きが制限されそうであるが，上方回旋に関しては影
響が少ない結果であった．
今回検討したGH角に関しては，立位で行った動態画像の報告
と近似した値であり，臥位での計測では小さい値となっていた．
今回の結果から，挙上動作には肩甲骨の上方回旋と肩甲上腕関
節の可動域が関与するという周知の事実が確認できたが，少なか
らず鎖骨の運動量も関与することが推測された．また，運動構成
要素の関連性では，鎖骨の運動量が大きいと肩甲骨の上方回旋は
大きくなり，胸郭は下方に移動する傾向にあることがわかった．
諸家の報告との比較では，肢位や計測方法により鎖骨の移動量

と上方回旋角度には大きな差はなかったものの，上腕骨外転角度
に関しては差が認められた．
上腕骨外転角度はGH角と肩甲骨の上方回旋角度・鎖骨の移動
量，更には胸郭の動きなどにより得られる角度であり，肩甲骨の
上方回旋角度と鎖骨の移動量には肢位による計測結果が近似して
いたことから，GH角と胸郭の動きによる差と考えることが出来
る．
本研究の利点は，レントゲンを2枚撮影するだけで簡便であり，
特別な機械を必要としないため実際の臨床で使いやすい点である．
今回の結果は，2枚の画像で肩関節挙上動作時のその構成要素の
運動機能を推測することが可能で，機能的な診断の一助としての
有用性が示唆された．
しかし，本研究の問題点は前額面のみでの検討であり，上田ら
が上肢挙上動作に伴い骨盤の前傾運動が起こり，胸椎伸展運動が
みられた12）と述べていることから，今後は側面像における胸椎部
を含めた体幹部の機能についても検討を行う必要があると考えて
いる．

1）Ｘ線撮影像を用い，自然下垂位から最大挙上したときの肩関節
運動構成要素の関係について調査した．
2）挙上動作には肩甲骨の上方回旋と肩甲上腕関節の可動域が関
与するという周知の事実が確認できた．少なからず鎖骨の運
動量も関与することが推測された．運動構成要素の関連性で
は，鎖骨の移動量が大きいと肩甲骨の上方回旋角は大きくなり，
胸骨は下方に移動する傾向にあることがわかった．
3）諸家の報告との比較では，肢位や計測方法により鎖骨の移動量
と上方回旋角度には大きな差はなかったものの，上腕骨外転角
度に関しては差が認められた．その差は，GH角と胸郭の動き
による差と考えられた．
4）今回の結果は，2枚の画像で肩関節挙上動作時のその構成要素
の運動機能を推測することが可能で，機能的な診断の一助とし
ての有用性が示唆された．
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